
検索北島町

10月号’18

平成30年9月1日現在
前月より

男 11，318 ＋16
女 11，917 ＋7
計 23，235 ＋23
世帯 9，652 ＋18

町民の動き

ht tps ://www. town .k i t a j ima . l g . j p/

歩歩けけ歩歩けけ運運動動のの途途中中、、ククリリーーンンセセンンタターーでで
施施設設のの説説明明をを受受けけてていいまますす。。

第第886644号号
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（単位：％）
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－
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30．00

実質赤字比率
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北 島 町
早期健全化基準
財政再生基準

（単位：％）

経営健全化基準

20．0

20．0

資 金 不 足 比 率

－

－

特 別 会 計 の 名 称

北島町水道事業会計

北島町特別会計公共下水道事業

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）」に基づく健全化判断比率及
び資金不足比率について次のとおり公表します。

北島町における健全化判断比率（平成29年度決算）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は、
「－」と表示しています。
※平成28年度の数値を括弧内に記載しています。

北島町における資金不足比率（平成29年度決算）

※資金不足比率が算定されない場合は、「－」と表示しています。
※令第17条第1号及び第3号の規定により事業の規模を算定しています。

北島町の算定結果（平成29年度決算）
健全化判断比率及び資金不足比率の全ての指標について、早期健全化基準及び経営健全化基準を下回り、
適正な水準にあるといえます。しかし、実質公債費比率は前年度より数値が悪化しているため、引き続き、
行財政改革を推進し、財政の健全化に向けた取り組みを継続してまいります。
【用語説明】
健全化判断比率とは
財政状況が悪化している自治体が、早い段階で財政の健全化に向けた取組を行うために、国が法律で定め
たもので、次の4つの指標があります。
①実質赤字比率
主要な会計である一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。
②連結実質赤字比率
全会計（一般会計、特別会計、公営企業会計）を対象とした実質赤字又は資金不足額の標準財政規模
に対する比率。

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
暑
さ
が
続

い
た
今
年
の
夏
。
全
国
至
る
所
で
三

十
五
度
以
上
の
猛
暑
日
が
観
測
さ
れ
、

熱
中
症
で
病
院
に
運
ば
れ
た
人
の
数

は
最
多
を
記
録
。
灼
熱
列
島
と
化
し

た
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
増
し
て
列

島
を
襲
う
災
禍
の
怖
さ
を
あ
り
あ
り

と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
夏
で
も
あ
る
。

七
月
初
め
の
台
風
七
号
に
よ
る
西

日
本
豪
雨
。
九
月
四
日
に
四
国
、
近

畿
地
方
を
襲
っ
た
二
十
一
号
。
そ
の

二
日
後
、
地
震
が
少
な
い
と
思
わ
れ

て
い
た
北
海
道
で
震
度
七
の
揺
れ
で

あ
る
。
道
民
の
方
も
初
め
て
味
わ
う

怖
さ
に
震
え
た
と
思
う
。
大
阪
北
部

地
震
、
西
日
本
豪
雨
に
続
い
て
の
北

海
道
地
震
。
平
成
最
後
の
夏
は
、
災

害
は
忘
れ
ぬ
う
ち
に
や
っ
て
き
た
。

え
ぐ
ら
れ
た
山
肌
に
道
路
の
陥
没
、

液
状
化
し
た
住
宅
街
と
大
停
電
。
想

定
外
だ
ら
け
の
事
態
を
ニ
ュ
ー
ス
で

目
に
し
た
。
目
を
覆
い
た
く
な
る
惨

状
で
あ
る
。
一
日
も
早
く
復
旧
復
興

さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

な
お
、
西
日
本
で
も
南
海
巨
大
地

震
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
他
人
事
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
。
災
害
国
で
は
、

何
時
か
ど
こ
か
で
、
誰
も
が
被
災
者

に
な
り
得
る
。

心
し
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

平平成成2299年年度度 北北島島町町財財政政健健全全化化比比率率等等のの公公表表

2018．10 町報 （２）
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③実質公債費比率
地方債の元利償還金等のうち、一般会計等が負担した額の標準財政規模に対する比率。
④将来負担比率
一般会計の借入金（町債）や将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。

資金不足比率とは
公営企業会計に係る資金不足額の事業規模（事業収入）に対する割合。
標準財政規模とは
地方公共団体において標準的に収入される一般財源の規模を示すもの。標準税収入額等（町税や地方譲与
税等）に普通交付税と臨時財政対策債を合算したもの。
早期健全化基準とは
健全化判断比率4つの指標のうち、1つでもこの基準を超える市町村は、「早期健全化団体」となり、財
政健全化計画を策定して自主的に財政の健全化に取り組むことになります。
財政再生基準とは
健全化判断比率の将来負担比率を除く3つの指標のうち、1つでもこの基準を超える市町村は、「財政再
生団体」となり、財政再生計画を策定して、国の監督下で財政再建に取り組むことになります。
経営健全化基準とは
この基準を超える市町村は、「経営健全化団体」となり、経営健全化計画を策定して経営改善を目指すこ
とになります。

お問合せ先：総務課 ☎698‒9801

平平
成成
三三
十十
一一
年年

成成

人人

式式

平
成
三
十
一
年
成
人
式
を
次
の
と

お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。
該
当
さ
れ

る
成
人
の
方（
十
二
月
一
日
現
在
、北

島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
）に
は
、

十
二
月
中
旬
に
案
内
状
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。な
お
、町
外
在
住
の
方
や

町
内
在
住
で
住
民
登
録
の
な
い
方
で
、

成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

十
一
月
二
十
二
日
㈭
ま
で
に
、北
島
町

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

平
成
三
十
一
年
一
月
十
三
日
㈰

受
付

十
時

式
典

十
時
半

※
式
典
終
了
後
、
集
合
写
真
撮
影

◇
対
象

平
成
十
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
一
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
。

◇
場
所

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
三
階

多
目
的
ホ
ー
ル

皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
お
問
合
せ
先
）

北
島
町
教
育
委
員
会

☎
六
九
八
―
九
八
一
二

�
六
九
八
―
一
一
二
一

共共
栄栄
橋橋
橋橋
梁梁
補補
修修
工工
事事
のの
おお
知知
らら
せせ

橋
梁
長
寿
命
化
対
策
事
業
と
し
ま

し
て
、
橋
梁
の
補
修
工
事
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
㈭
か
ら

『
共
栄
橋
橋
梁
補
修
工
事
』
に
よ
り

共
栄
橋
が
、
自
動
車
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。

◆
通
行
止
め
時
間
◆

【
八
時
半
〜
十
八
時
】

ま
た
、
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
は
通
行
可
能
で
す
が
、

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
面
倒
で
も
押
し
て
通
行
を

お
願
い
し
ま
す
。

工
事
中
は
な
に
か
と
ご
不
便
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
工
事
期
間
◆

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
〜

平
成
三
十
一
年
三
月
八
日
ま
で

◆
工
事
場
所
◆

一
級
河
川
【
旧
吉
野
川
】

新
喜
来
北
古
田
二
四
番
地
先
〜

新
喜
来
ヒ
カ
タ
一
四
番
地
先

（
一
二
一
・
五
ｍ
）

◆
工
事
業
者
◆

株
式
会
社
福
井
組

六
八
九
―
一
〇
五
五

◆
お
問
合
せ
◆

北
島
町
役
場
建
設
課

六
九
八
―
九
八
〇
八

お 知 ら せ

「毎月20日はあいさつ運動の日です」

10月のあいさつ運動は10月19日㈮に行います。
元気なあいさつをみんなに届けよう

北島町青少年健全育成町民会議

2018．10 町報（３）
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
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金
婚
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦

電 話 番 号
698‒7615
698‒5568
698‒5585
698‒5705
698‒8090
698‒6554

住 所
北村字神屋敷4－2
高房字百堤外30－4
太郎八須字西ノ瀬48－1
鯛浜字大西153－5
新喜来字南ハリ27－1
中村字前田道添11－6

名 称
しらゆり保育園
すみれキッズ
すみれの花保育園
とらまる保育園
のぞみ保育園
めばえ保育園

募集保育園一覧（認可保育園）
平成30年9月10日現在

（五十音順で掲載しています。）

平
成
三
十
年
度
北
島
町
敬
老
会
が

去
る
九
月
十
五
日
㈯
に
、
北
島
町
役

場
七
階
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
七
組
、
金
婚
十

四
組
、
米
寿
八
十
八
名
の
皆
様
を
お

招
き
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金

婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
、
寿
ぐ

証
や
お
祝
い
の
記
念
品
を
、
ま
た
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に
は
徳
島
県

よ
り
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

記
念
品
等
の
伝
達
の
後
、
古
川
町

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
徳
島
県
知
事

代
理
か
ら
の
祝
辞
、
招
待
者
を
代
表

し
て
北
島
昭
文
様
よ
り
謝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
最
後
に
北
島
南
小

学
校
六
年
日
比
野
結
さ
ん
か
ら
、
長

寿
啓
発
作
文
の
朗
読
が
あ
り
、
盛
大

の
う
ち
に
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
婦
人
会

役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
お
世
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北

島

昭

文

様

鯛

浜

道

子

様

山

本

和

宏

様

鯛

浜

絹

枝

様

三

好

繁

忠

様

江

尻

三
七
子

様

梶

誠

治

様

太
郎
八
須

常

子

様

安

藝

武

様

北

村

シ
ズ
子

様

濵

桐

利

様

北

村

美
智
子

様

�

川

薫

様

江

尻

嘉
代
子

様

津

田

猛

様

江

尻

緋
紗
子

様

林

登
紀
春

様

江

尻

民

子

様

吉

田

藏

様

新
喜
来

ヒ
デ
コ

様

本

田

禎

男

様

高

房

美
津
子

様

釜

内

正

好

様

北

村

正

子

様

吉

田

清

様

鯛

浜

悦

子

様

佐

野

勤

様

太
郎
八
須

佐
代
子

様

安

�

進

様

中

村

好

枝

様

な
お
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚

の
該
当
者
氏
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て

は
、
申
請
時
に
ご
了
解
を
い
た
だ
い

た
ご
夫
婦
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

敬
老
会
盛
大
に
挙
行

保保

険険

福福

祉祉

課課

北島町内の認可保育園で働きませんか？
常勤・パート保育士募集中‼

安心して子育てができる環境と質の高い乳幼児教育・保育の提供を維持していくため、町内の
認可保育園では、保育士を随時募集しています。
町内でやりがいのある保育士として働いてみませんか？

※ 応募を希望する園へ直接お申し込みください。
※ 園によって、募集人数や雇用形態（常勤・非常勤・パートタイム）は異なります。
※ 給与や勤務時間などの雇用条件については園にお問合せください。

2018．10 町報 （４）
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北北 島島 町町 防防 災災 訓訓 練練
今後30年以内に高い確率で発生するといわれている南海トラフ地震などの災害に備え、北島町全域を対象として防災

訓練を次のとおり実施いたします。
11月11日㈰9時頃に北島町内の「防災無線のサイレン放送」や「北島町防災・情報メール」にて訓練の開始をお知ら
せしますので、みなさまお誘い合わせの上ご参加ください。
早朝のお知らせで、皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、訓練の実施にご理解・ご協力をお願いいたします。

◎日 時：11月11日㈰ 9時
◎訓練場所：北島中学校
◎訓練内容
・避難訓練
・北島町防災・情報メール登録ブース NEW！
・自動解錠鍵ボックス説明
・木造住宅耐震化無料相談会 NEW！
・校舎4階避難訓練・備蓄倉庫見学
・応急危険度判定体験
・浸水体験
・貯水槽からの給水訓練
・マンホールトイレ展示
・災害ボランティアセンター模擬体験 NEW！
・ペット同行避難訓練
・合同炊き出し訓練（豚汁400食の予定）
・水消火器訓練
・煙テントハウス体験
・地震体験車
・消防車両展示・子ども消防士写真撮影会
・応急手当講習
・応急担架講習
・AED講習
・北中防災クラブによる簡易ダンボールトイレの作製
※訓練内容は変更になる場合があります。
※訓練には、徒歩または自転車等でご参加ください。
会場への車での参加はご遠慮くださいますようお願いいたします。

危機情報管理課 ☎698‒9807

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練

災
害
時
の
動
物
救
護
対
策
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
を
行

い
ま
す
。

家
族
と
ペ
ッ
ト
が
非
常
時
に
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
北
島
町
防
災
訓
練
と
同
時
に
行

い
ま
す
。
防
災
無
線
等
で
訓
練

開
始
の
合
図
が
あ
り
ま
す
の
で
、

避
難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
ペ
ッ
ト
】

・
犬
お
よ
び
猫

【
参
加
方
法
】

・
ペ
ッ
ト
は
、
必
ず
以
下
の
ど
ち

ら
か
の
状
態
で
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

①
持
ち
運
び
可
能
な
ケ
ー
ジ
や
キ

ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
に
入
れ
る

②
丈
夫
な
リ
ー
ド
や
鎖
で
つ
な
ぐ

（
は
ず
れ
た
り
、
壊
れ
た
り
し

な
い
最
低
限
の
長
さ
の
も
の
）

���������������

���������������

※
猫
は
必
ず
①
の
状
態
で
、
犬

も
可
能
な
も
の
は
①
の
状
態

に
し
て
く
だ
さ
い

※
①
②
い
ず
れ
の
場
合
も
、
可

能
な
限
り
首
輪
と
迷
子
札
ま

た
は
鑑
札
を
装
着
し
て
く
だ

さ
い

※
上
記
の
管
理
が
不
十
分
な
ペ

ッ
ト
は
、
参
加
を
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す

【
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
】

・
ウ
ン
チ
袋
と
ス
コ
ッ
プ
な
ど

・
（
必
要
が
あ
れ
ば
）
水
や
エ
サ
、

食
器
、
ト
イ
レ
シ
ー
ト
な
ど

【
訓
練
の
流
れ
】

①
ペ
ッ
ト
同
行
者
用
の
受
付

に
て
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い

②
ペ
ッ
ト
を
専
用
ス
ペ
ー
ス

へ
連
れ
て
行
き
、
動
物
を
預
け

て
く
だ
さ
い

③
自
由
に
各
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
回
っ
て
い
た
だ
け
ま
す

（
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
は
回
れ
ま

せ
ん
）

④
ペ
ッ
ト
を
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
の
上
、
一
緒
に

連
れ
て
お
帰
り
く
だ
さ
い

【
注
意
事
項
】

・
ペ
ッ
ト
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

飼
い
主
の
方
以
外
は
立
ち
入
り

で
き
ま
せ
ん
（
ペ
ッ
ト
の
お
世

話
以
外
で
の
立
ち
入
り
は
で
き

ま
せ
ん
）

・
ケ
ー
ジ
等
か
ら
ペ
ッ
ト
を
そ
の

ま
ま
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

・
ペ
ッ
ト
の
管
理
や
フ
ン
な
ど
の

処
分
は
、
飼
い
主
の
方
が
責
任

を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い

お
問
合
せ
先：

ま
ち
み
ら
い
課

☎
六
九
八
―
九
八
〇
六

ごご注注意意くくだだささいい！！
今年度は緊急速報メールをひかえさせていただきます
今年度より「北島町防災・情報メール」の配信を開始し
ました。訓練開始のお知らせは防災無線のサイレン放送と
登録されたメールアドレスにのみ行いますので、この機会
に「北島町防災・情報メール」にご登録ください。当日訓
練開始のメールを提示いただいた方には先着にてビスケッ
トを1缶プレゼントいたします。

「北島町防災・情報メール」登録方法
以下の①、②どちらかの方法により、登録手順に沿って
登録を進めてください。
① QRコードを読み取り、サイトにアクセスし、空メー
ルを送信する。
②次の送信先メールアドレスを直接入力して、空メール
を送信する。
送信先メールアドレス：t-kitajima@sg-m.jp

※登録の前に、「＠sg-m.jp」ドメインから
のメールを受信できるように、携帯電話等
の設定を行ってください。
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NNoo..3388

北北
島島
町町
寄寄
贈贈
「「
三三
木木
ガガ
ーー
デデ
ンン

歴歴
史史
資資
料料
館館
」」
資資
料料

文
教
大
学
来
町

先
月
号
で
は
、
地
元
四
国
大
学
の

学
生
さ
ん
達
が
、
寄
贈
さ
れ
た
資
料

調
査
を
継
続
し
て
行
っ
て
く
れ
て
い

る
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
八
月
末
、

新
た
に
埼
玉
県
の
文
教
大
学
教
育
学

部
の
学
生
さ
ん
達
が
、
調
査
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
八
月
二
十
七
日
〜
九

月
一
日
の
間
、
一
週
間
泊
ま
り
込
ん

で
の
調
査
で
し
た
。
近
年
徳
島
で
藍

が
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
埼
玉

県
は
、
明
治
時
代
の
藍
の
生
産
量
が

徳
島
県
に
次
い
で
二
番
目
と
関
連
性

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
藍
関

係
の
資
料
を
中
心
に
調
査
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

寄
贈
資
料
に
は
「
藍
製
造
売
買
検

査
簿
」、「
印
度
藍

に
対
す
る
参
考

書
」「
葉
藍
送
荷
表
」
な
ど
の
藍
に

関
す
る
資
料
が
あ
り
ま
す
が
、
北
島

町
は
近
隣
の
藍
住
町
等
と
比
べ
る
と

藍
を
栽
培
し
て
い
た
と
か
、

を
作

っ
た
り
、
藍
染
め
を
し
た
り
し
た
と

い
う
話
を
聞
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
断
片
的
で
す

が
、
藍
に
関
す
る
資
料
や
、
藍
を
作

っ
て
い
た
と
い
う
農
家
の
方
や
地
主

さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
調
査
が
不
十

分
な
為
に
、
北
島
町
の
藍
作
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
曖
昧
な
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の

度
、
文
教
大
学
の
学
生
さ
ん
達
の
調

査
に
よ
っ
て
、
北
島
町
の
藍
作
を
始

め
、
藍
の
流
通
、
利
用
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

な
ぜ
、
埼
玉
か
ら
は
る
ば
る
北
島

町
に
来
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

彼
等
は
、
学
校
の
先
生
を
目
指
し
て

い
る
教
育
学
部
の
学
生
さ
ん
で
す
。

様
々
な
地
域
で
調
査
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

教
育
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
調
査
結
果
を
、

小
学
校
の
地
域
学
習
で
使
え
る
教
材
、

中
学
校
で
は
歴
史
学
習
の
教
材
に
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
北
島
町
の
小

学
校
で
使
用
出
来
る
教
材

を
作
成
し
、
寄
贈
し
て
下

さ
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
北
島
町
に
は
、

他
都
道
府
県
か
ら
来
て
い

た
だ
け
る
ほ
ど
の
魅
力
が

あ
る
資
料
が
保
管
さ
れ
て

い
る
と
言
う
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
と

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
か
。
益
々
、
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
資
料
を
大

事
に
管
理
、
整
理
、
公
開

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

図
書
館
学
芸
員

原

多
賀
子

写真4 藍作に関連する古文書

写真 1 調査の様子（収蔵庫内にて）

写真2 調査の様子（町内の藍染師さん
からの聞き取り）

写真3 調査の様子（町内フィールド調査）
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開
催
日：

十
月
二
十
日
㈯
・

二
十
一
日
㈰
の
二
日
間

会

場：

庁
舎
及
び
図
書
館
二
階
ギ

ャ
ラ
リ
ー

作

品：

生
け
花
・
造
花
・
書
道
・
絵

画
・
写
真
・
俳
句
・
押
し
花
・

手
芸
・
洋
裁
・
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
・
折
り
紙
等

※
庁
舎
六
階
ロ
ビ
ー
に
お
茶
席
を
設

け
ま
す
。（
無
料
）

各
日
先
着
二
五
〇
名

※
図
書
館
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い

て
、「
ひ
ょ
う
た
ん
絵
付
け
」（
徳

島
ひ
ょ
う
た
ん
鮎
の
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
す
ば
ら

し
い
作
品
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
絶

好
の
機
会
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
文
化
財
特
別
展
示
■

文
化
祭
開
催
中
、
創
世
ホ
ー
ル
二

階
展
示
室
に
て
、「
む
か
し
の
教
科

書
」
と
題
し
て
、
明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
出
版
さ
れ
た
教
科
書
類
の
特
別

展
示
を
行
い
ま
す
。

明
治
五
年
に
学
制
が
公
布
さ
れ
、

江
戸
時
代
の
寺
子
屋
に
代
わ
っ
て
近

代
的
な
学
校
が
設
立
さ
れ
る
に
と
も

な
い
、
新
し
い
教
科
書
が
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
教
育

制
度
は
た
び
た
び
改
正
さ
れ
、
教
科

書
の
内
容
も
修
正
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
教
科
書
を
通
じ
て
、
各
時
代
の

社
会
の
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
ご
紹
介
で
き
る
の
は
残
念
な
が

ら
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
ご
覧
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
、

文
化
財
保
護
審
議
委
員
が
解
説
致
し

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
四
国
大
学
の
学

生
さ
ん
達
が
、「
水
神
社
天
井
絵
」

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
報

告
と
し
て
、
天
井
絵
な
ど
関
連
す
る

資
料
の
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
、
是

非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先：

北
島
町
教
育
委
員
会

事
務
局

☎
六
九
八
―
九
八
一
二

「
三
木
ガ
ー
デ
ン
歴
史
資
料
館

寄
贈
資
料

文
化
財
展
示
」

―
『
四
国
大
学
学
生
に
よ
る

資
料
展
示
』
―

四
国
大
学
の
学
生
さ
ん
達
が
、「
第

五
十
回
文
化
財
特
別
展
示
」
に
あ
わ

せ
て
、「
三
木
ガ
ー
デ
ン
歴
史
資
料

館
寄
贈
資
料
」
の
中
か
ら
は
、『
屏

風
』
と
『
扁
額
』
を
展
示
し
ま
す
。

彼
ら
は
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
四
国
大
学
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
（
学
生
Ｇ
Ｐ
）
＊
」
の
事
業

の
一
環
と
し
て
「
三
木
ガ
ー
デ
ン
歴

史
資
料
館
寄
贈
資
料
」
の
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
調
査
成
果
を
、

図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
一
階
ま
ち
か

ど
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
、
二
階
の

文
化
財
展
示
室
に
て
ご
披
露
し
ま
す
。

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

＊
Ｇ
Ｐ

四
国
大
学
が
行
っ
て
い
る

学
生
支
援
事
業
。
研
究
、
課
外
活

動
及
び
地
域
貢
献
な
ど
、
学
生
が

主
体
的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
、
そ
の
創
造
性
や
自

主
性
を
高
め
、
人
間
的
成
長
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（GP

…Good
Practice

「
優
れ

た
取
り
組
み
」
の
略
。）

お
問
合
せ
先：

図
書
館
・
創
世
ホ
ー

ル☎
六
九
八
―
一
一
〇
〇

第第
5500
回回
北北
島島
町町
文文
化化
祭祭

「
国
際
交
流
研
修

事
業
報
告
会
」
の

お
知
ら
せ

第
十
九
回
国
際
交
流
研
修
事
業
カ

ナ
ダ
派
遣
（
十
月
二
十
六
日
〜
十
一

月
三
日
）
の
報
告
会
を
次
の
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
小
学
生
や
、
中

学
生
、
ま
た
は
国
際
交
流
研
修
事
業

に
関
心
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。日

時：

十
一
月
十
四
日
㈬

十
九
時
よ
り

場
所：

北
島
町
役
場

五
階
研
修
室

な
お
、
参
加
の
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

報
告
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。お

問
合
せ

北
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
六
九
八
―
九
八
一
二

町指定文化財「水神社天井絵」

四国大学学生による展示準備の様子

明治～昭和初期に使用された教科書
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お
問
合
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
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だだ
よよ
りり
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高高齢齢者者ののイインンフフルルエエンンザザ予予防防接接種種費費用用助助成成
助成接種期間；平成30年11月1日から平成31年1月15日

（各医療機関の休診日にご注意ください。）
インフルエンザ予防接種は、インフルエンザ感染の予防に100％の効果はありません
が、重症化を防ぐ効果があります。ワクチンが十分な効果を維持する期間は、接種後2
週間から約5か月とされていることから、インフルエンザが流行する前に、接種を受け
ておくことをお勧めします。なお、この予防接種は義務ではありませんので、ご本人が
希望した場合に限り接種できます。（本人の接種希望意思確認は必須です。）接種の前に
は、医師の十分な説明を聞いて、インフルエンザ予防接種について理解した上で、接種を受けるか

どうか判断をしてください。

（注1）
接種日当日に60歳～64歳までの方
で心臓・腎臓・呼吸器機能またはヒ
ト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能に重い障がいのある方は対象にな
る場合があります。（概ね、身体障
害者障害程度等級1級に相当）詳し
くは、お問合せください。

徳島県内契約医療機関での
接種が難しい65歳以上の方
（県外施設などに入院・入所・入居してお
り、寝たきり等で外出できない場合など）

事前に『依頼書』発行の申請
をしてください。
（依頼書は、健康被害救済制度
の対象となる定期予防接種扱い
にするためのものです。依頼書
発行後に接種したものは一部費
用の払い戻しがあります。）
※詳しくは保健相談センターへお問合
せください。
※各種申請様式は北島町ホームページ
からダウンロードできます。

助成はありません。
かかりつけの医療機関等
で接種して下さい。

65歳未満の方（注1）

北島町に住民票を有し、本人の意思確認のできる方で、接種を希望される方

生活保護受給されていない方

町内契約医療機関での接種希望の方
住所や生年月日が確認できるもの
（健康保険証など）と自己負担金
1600円を希望する医療機関にご持参
ください。
※予約が必要な場合があります。希望す
る医療機関に接種日時をお問合せくだ
さい。

※町内医療機関一覧を掲載していますの
で、ご参照ください。（町外契約医療機
関は、10月下旬以降に、保健相談セン
ターへお問合せください。）

町外契約医療機関での接種希望の方
保健相談センターへ事前申請が必要
です。接種に必要な書類をお渡しし
ます。
※事前申請は、平成30年10月22日から
になります。（申請用紙は、窓口又は北
島町ホームページよりダウンロード
可）詳しくは、保健相談センターへお
問合せ下さい。

徳島県内契約医療機関での
接種希望
（自己負担1600円で接種できます。）

接種日当日に65歳以上の方

事前に申請して証明書の発行を受け
ることで、契約医療機関で、無料で
接種を受けることができます。申請窓
口は、保健相談センターです。
《持 参 物》
被接種者本人が窓口へ来られる場合
① 被接種者本人と確認できるもの
（運転免許証など）
② 被接種者本人の印鑑

被接種者と同一世帯の方が窓口へ来ら
れる場合
上記①と②と下記の③と④をご持参く
ださい。
③ 窓口来所者本人と確認できるもの
（運転免許証など）
④ 窓口来所者の印鑑

上記以外の方が窓口へ来られる場合
事前に窓口又は北島町ホームページよ
り自己負担金免除証明書交付申請書を
ダウンロードし、被接種者本人等に必
要事項を記入していただき、上記①～
④とあわせてご持参ください。

生活保護受給されている方
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「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
意
識
調
査
」
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

現
在
、
国
や
県
で
は
自
殺
対
策
基

本
法
に
基
づ
い
て
自
殺
対
策
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
度
北
島

町
で
も「
北
島
町
自
殺
対
策
計
画（
仮

称
）」
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
計
画
策
定
の
基
礎
資
料

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
こ
ろ

の
健
康
等
に
関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
、
北
島
町
に
住
民
票
を
有
す

る
二
十
歳
以
上
の
方
か
ら
、
無
作
為

に
選
出
し
た
千
名
を
対
象
に
実
施
い

た
し
ま
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

誰
で
も
で
き
る
!

運

動

教

室

〜
こ
れ
カ
ラ
ダ
！
〜
ら
く
ら
く
続

け
ら
れ
る
運
動
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

無
理
な
く
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
運

動
で
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
略
称：

ロ
コ
モ
）に
つ
い
て
の
講
義
、

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
実
践
な
ど
健
康
づ
く
り
に
気

軽
に
取
り
組
む
方
法
を
学
ぶ
二
回
シ

リ
ー
ズ
の
教
室
で
す
。

●
日
時

十
一
月
一
日
㈭
・
十
五
日
㈭

●
時
間

両
日
と
も

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
半

●
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

二
階

研
修
室

●
申
込
み
期
間

十
月
三
十
日
ま
で

※
会
場
の
都
合
上
、
定
員
は
三
十
名

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
後
日

個
人
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
に

楽
し
く
お
料
理
し
ま
せ
ん
か
？

次
の
日
程
で
高
血
圧
や
糖
尿
病
の

お
話
と
調
理
実
習
を
実
施
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
日
程

十
一
月
二
十
二
日
㈭

午
前
十
時
〜
十
二
時
半
ご
ろ

●
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

二
階

研
修
室
と
調
理
室

●
申
込
み

〜
十
一
月
十
五
日
ま
で

※
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は

個
人
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

※
場
所
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
は
先

着
二
十
四
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

10
月
14
日
㈰

藍
住
町

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
6
9
3
―
3
0
2
0

10
月
21
日
㈰

藍
住
町

小
松
泌
尿
器
科

☎
6
9
2
―
1
2
7
7

10
月
28
日
㈰

板
野
町

竹
本
内
科

☎
6
7
2
―
0
1
7
4

11
月
3
日
（
土
・
祝
）

上
板
町

上
板
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
6
3
7
―
6
6
0
0

11
月
4
日
㈰

上
板
町

川
原
眼
科

☎
6
9
4
―
8
3
8
8

11
月
11
日
㈰

板
野
町

福
島
内
科

☎
6
7
2
―
4
9
7
0

在
宅
当
番
医
割
出
表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
病

院
に
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

板
野
東
部
消
防
本
部
（
☎
6
9

8
―
9
1
1
9
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

北島町内の契約医療機関一覧表
《事前に、電話予約が必要な場合があります》

世界約70か国・1000を超える仕事が、今必要とされています。
あなたの技術・経験を開発途上国で生かしてみませんか？
現地の人々と協働しながら、人づくり、国づくりに協力します。

1．応募期間
10月1日㈪～11月1日㈭ 正午締切
※原則ウェブ応募となります。

2．応募資格
【青年海外協力隊／日系社会青年ボランティア】
生年月日が1978年11月2日から1999年4月1日までの日本国籍を持つ方
【シニア海外ボランティア／日系社会シニア・ボランティア】
生年月日が1948年11月2日から1978年11月1日までの日本国籍を持つ方

■詳しくは JICAボランティアホームページを参照ください。
https : //www.jica.go.jp/volunteer/index.html

■問合せ先
JICAボランティア募集事務局 03‒6734‒1242
JICA四国 087‒821‒8825

電 話 番 号
698‒8655
698‒8887
698‒3111
698‒2625
697‒2221
698‒1234
678‒7141
698‒9629
698‒5108
698‒8689
698‒0123
697‒3213
698‒8808
698‒8060
698‒5111
698‒5500
698‒6111
697‒2322

病 院 名
有住内科クリニック
いのもと眼科内科
越智内科胃腸科
片山医院

北島こどもクリニック
きたじま田岡病院
くぼ小児科クリニック
健生きたじまクリニック
こまつばら整形外科
高田整形外科病院
田根内科胃腸科医院

中村耳鼻咽喉科クリニック
新居内科
平野内科
堀口整形外科
山田外科内科
吉野川病院

ルナウイメンズクリニック

～ いつか世界を変える力になる。～

「JICAボランティア募集」

2018．10 町報（９）
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��������������※餅つきは機械で行います。 主催：（公財）徳島県母子寡婦福祉連合会

子どもから大人まで年齢問わず楽しめるのがカローリ
ング！穴吹町のカローリングチーム「スマイル」の指
導を受け、家族対抗戦で、賞品をゲットしよう！ゲー
ム大会には豪華賞品も！？

地元、穴吹町母子会の方の御協力によりお餅つきを行
います。機械でつきたてのお餅を丸めて、「あんこ」
や「きなこ」等、好きな食材を付けたり、温かいお汁
にも入れて、楽しい昼食にしましょう（＊^ｏ^＊）

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
主
催

に
よ
る
、
平
成
三
十
年
度
明
る
い
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
町
内

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
作

品
を
募
集
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
小
学
生
か
ら
五

十
点
、
中
学
生
か
ら
百
七
十
九
点
と
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
小
学
生
か
ら
二
百
八
十
一
点

の
応
募
が
あ
り
九
月
七
日
に
町
審
査

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
に

は
美
術
担
当
の
先
生
、
明
る
い
選
挙

推
進
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
の
十
一

名
が
あ
た
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

次
の
方
々
の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し

て
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
選
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
は
裏
表
紙

に
掲
載
）
は
二
次
審
査
と
し
て
県
審

査
に
提
出
し
、
入
選
作
品
は
町
文
化

祭
に
出
品
い
た
し
ま
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

◎
小
学
校
の
部

特
選
（
順
不
同
）

た
ち
ば
な

さ
と
し

北
島
北
小
学
校
五
年

立
花

智
志

ご
と
う

ひ
な
た

〃

六
年

後
藤

陽
向

い
し
ば
し

け
い
せ
い

北
島
小
学
校

五
年

石
橋

慶
成

な
が
た

み
ず
き

〃

六
年

永
田

瑞
貴

ふ
な
こ
し

り
く
と

北
島
南
小
学
校
六
年

船
越

陸
叶

入
選
（
順
不
同
）

た

ぎ

は
る
か

北
島
北
小
学
校
五
年

田
木

遥

な
か
が
わ

あ
き
ら

〃

〃

中
川

明
玲

た
だ
つ

ゆ
う
ま

〃

六
年

忠
津

侑
真

か
わ
ぐ
ち

み

ゆ

北
島
小
学
校

四
年

川
口

心
優

か
ん
れ
い

み

ゆ

〃

〃

神
例

美
結

く

め

り

こ

〃

六
年

久
米

梨
心

き
よ
た

と
も
よ

北
島
南
小
学
校
四
年

清
田

知
世

み
や
た

し
ん
ご

〃

五
年

宮
田

真
吾

さ
た
け

あ

み

〃

六
年

佐
竹

杏
実

ご
う
だ

え

み

〃

〃

合
田

恵
美

◎
中
学
校
の
部

特
選
（
順
不
同
）

わ
き
た

ま

ほ

北
島
中
学
校

一
年

脇
田

真
帆

は
さ
か

〃

二
年

葉
坂

ゆ
め

き
し
は
ま

り

な

〃

三
年

岸
濵

里
奈

ふ
な
こ
し

し
ょ
う
え
い

〃

〃

船
越

翔
瑛

ふ
く
だ

ゆ
う
か

〃

〃

福
田

友
香

入
選
（
順
不
同
）

た
け
む
ら

り
ひ
と

北
島
中
学
校

一
年

武
村

凜
人

さ
さ
は
し

な

な

〃

二
年

笹
橋

菜
那

た
お
か

さ

き

〃

〃

田
岡

紗
季

さ
と
う

り

な

〃

〃

佐
藤

里
南

も
り
で

な

な

〃

〃

森
出

捺
那

と
り
う
み

め
い
か

〃

三
年

鳥
海

明
花

あ
け
ぐ
ち

こ
ゆ
き

〃

〃

明
口

湖
雪

お
か
だ

あ
や
か

〃

〃

岡
田

彩
花

な
が
お

か

ほ

〃

〃

長
尾

香
穂

い
か
た

み
ゆ
う

〃

〃

井
形

心
優

明
る
い
選
挙

啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

特
選
（
順
不
同
）

「
そ
の
一
票

か
が
や
く
未
来
の

一
ピ
ー
ス
」

よ
し
だ

な

お

北
島
北
小
学
校
四
年

吉
田

奈
央

「
捨
て
な
い
で

国
を
動
か
す

そ
の
一
票
」

や

べ

し
ょ
う

た

北
島
小
学
校

六
年

矢
部

翔
太

「
君
の
さ
ん
か

ふ
る
さ
と
か
え
る

こ
の
一
票
」

こ
み
な
み

ま
い
か

北
島
小
学
校

六
年

木
南

苺
花

「
選
挙
に
行
こ
う
！
！

未
来
を
変
え
る
、
十
八
才
。」

た
ま
い

北
島
南
小
学
校
五
年

玉
井
み
ひ
ろ

「
一
票
の

期
待
よ
届
け

国
政
へ
」

お
お
う
ら

み

く

北
島
南
小
学
校
五
年

大
浦

未
來

入
選
（
順
不
同
）

ふ
じ
わ
ら

め
ぶ
き

北
島
北
小
学
校
五
年

藤
原

芽
吹

く
す
の
き

ゆ
う
し
ん

〃

〃

楠

優
伸

た
な
か

ゆ
う
や

〃

六
年

田
中

有
哉

さ

じ

の

あ

〃

〃

佐
治

叶
愛

き
し
お
か

よ
う
く

北
島
小
学
校

四
年

岸
岡

陽
玖

さ
だ
ま
さ

み

く

〃

六
年

貞
政

望
来

な
が
た

み
ず
き

〃

〃

永
田

瑞
貴

な
か
の

み

の

り

北
島
南
小
学
校
五
年

中
野
稔
乃
里

き
も
と

か
な
で

〃

〃

木
本

和
奏

た
か
は
し

り
ん

〃

〃

高
橋

凜

明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
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ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

北
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

親子カローリング大会＆餅つき

と き 平成30年11月25日㈰
ところ 穴吹スポーツセンター他 美馬市穴吹町穴吹藪ノ下5
対象者 ひとり親家庭の親と子（子ども3歳以上中学生以下）20組
参加費 子ども300円・大人500円

※送迎バス・昼食有（お餅等）＊＊＊上履き、暖かい服装をご準備下さい＊＊

・・お問合せ／申込先（電話・FAX・E-mailにて受付）・・ 申込締切日 平成30年11月8日㈭
公益財団法人徳島県母子寡婦福祉連合会 http : //www.tbjcenter.jp/ LINE ID : @boshikai
☎654‒7418・7414 �654‒7414 E-mail : mailadm@tbjcenter.jp
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板野東部ファミリー・サポート・センター

ハハロロウウィィンン交交流流会会ののおお知知ららせせ
日 時：10月20日㈯ 10：00～12：00
場 所：藍住町勤労女性センター（藍住町奥野字矢上前32－1）

今年のハロウィンのテーマは忍者です！
親子で好きな仮装をしてきてね！
忍者の国で楽しくゲームをして、プレゼントをもらいましょう。
・忍者のゲームや工作など、盛りだくさん
・プロのカメラマンによる家族撮影（先着順）

北島町のかんの収集日は第2週目と第4週目で月に2

回あります。かんの収集日に集めるかんは、飲料用のア

ルミ缶やスチール缶だけです。袋に入れずにそのままコ

ンテナに入れて出してください。

ガスや殺虫剤等のスプレー缶が混ざっていると収集時

に爆発し、収集車の火災を引き起こしたり、作業してい

る人、回りの人が大変なことになります。飲料用のアル

ミ缶やスチール缶以外のかん類は、清掃センターに直接

持ち込むか、ごみカレンダーの巻末についている粗大・

不燃ごみ収集申し込みはがきを出してください。その際

には、かんに穴をあけておいてください。

今後ともごみの分別・減量・資源化にご協力いただき

ますようお願いいたします。

《お問合せ先》 清掃センター ☎698‒4052

今月のごみ対策
啓発優秀ポスター ～かんの出し方～

北
島
中

森
出

捺
那

9月

14．1㎏

？㎏

8月

14．9㎏

13．9㎏

1．0㎏減

7月

18．4㎏

15．0㎏

3．4㎏減

平成29年

平成30年

増減量

《 ご み ニ ュ ー ス 》

1人あたりの燃やせるごみの排出量

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”

申し込み受付：10月9日㈫から（先着子ども120名）
＊親子で参加してください。

申し込み・お問合せ
板野東部ファミリー・サポート・センター
☎693‒3033（9時～17時）

2018．10 町報（１１）
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「「働働きき方方」」がが変変わわりりまますす‼‼
―2019年4月1日から「働き方改革関連法」が順次施行されます―

働く方々がそれぞれの事情に応じた多様な働き方を選択でき
る社会を実現する働き方改革を総合的に推進するため、長時間
労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現、雇用形態にかかわら
ない公正な待遇の確保等のための措置を講じます。

Point
１ 施行：2019年4月1日～ ※中小企業は、2020年4月1日～

時間外労働の上限規制が導入されます！
時間外労働の上限について、月45時間、年360時間を原
則とし、臨時的な特別な事情がある場合でも年720時
間、単月100時間未満（休日労働含む）、複数月平均80
時間（休日労働含む）を限度に設定する必要があります。

Point
２ 施行：2019年4月1日～

年次有給休暇の確実な取得が必要です！
使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される全て
の労働者に対し、毎年5日、時季を指定して有給休暇
を与える必要があります。

施行：2020年4月1日～ ※中小企業は、2021年4月1日～

正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不
合理な待遇差が禁止されます！
同一企業内において、正規雇用労働者と非正規雇用労
働者（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労
働者）の間で、基本給や賞与などの個々の待遇ごとに
不合理な待遇差が禁止されます。

具体的な労務管理の手法に関するお問合せ

働き方改革関連法に関する相談のほか、労働時間管理のノウハ
ウや賃金制度等の見直し、助成金の活用など、労務管理に関す
る課題について、専門家が無料で相談に応じます。
徳島県働き方改革推進支援センター ☎0120‒967‒951

時間外労働の上限規制や年次有給休暇など労働基準
法、労働安全衛生法の改正に関するお問合せ

各労働基準監督署 労働時間相談・支援コーナー
徳島 ☎622‒8138 鳴門 ☎686‒5164
三好 ☎0883‒72‒1105 阿南 ☎0884‒22‒0890

徳島労働局労働基準部監督課 ☎652‒9163

正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な
待遇差の解消に関するお問合せ

【パートタイム労働者、有期雇用労働者関係】
徳島労働局雇用環境・均等室 ☎652‒2718

【派遣労働者関係】
徳島労働局職業安定部需給調整事業室 ☎611‒5386

宝宝くくじじ助助成成事事業業でで炊炊きき出出ししセセッットトをを整整備備
板野東部消防組合が、宝くじの収益金を活用した（財）自治総合センターのコミュニティ助

成事業により、「炊き出しセット」を整備しました。
この助成事業は、コミュニティ活動の支援や、地域振興を図ることを目的として、行われています。

［お問合せ］ 板野東部消防組合 ☎698‒0119

Point
３

2018．10 町報 （１２）



徳
島
県
立
城
ノ
内
高
校
一
年

澤

田

杏

子

『『
トト
ビビ
タタ
テテ
でで
アア
メメ
リリ
カカ
へへ
短短
期期
留留
学学
』』

「
一
歩
外
へ
踏
み
出
し
て
み
た

い
。」そ
ん
な
思
い
を
胸
に
参
加
し
た
、

昨
年
の
十
月
の
北
島
町
国
際
交
流
事

業
は
私
に
新
た
な
世
界
と
大
き
な
刺

激
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
友
達
と
の
生

活
、
カ
ナ
ダ
の
自
然
や
文
化
に
触
れ

た
経
験
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。
帰
国
後
、
体
験
記
を
ま
と
め

な
が
ら
カ
ナ
ダ
で
の
日
々
を
振
り
返

っ
て
い
る
う
ち
に
、
も
う
一
度
留
学

し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
留
学
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た

頃
、
出
会
っ
た
の
が
「
ト
ビ
タ
テ
留

学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と
い
う
官
民
協
働

の
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

ト
ビ
タ
テ
で
留
学
す
る
こ
と
に
は

他
の
留
学
と
は
違
う
メ
リ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
資
金
援
助
を
し

て
い
た
だ
け
る
と
い
う
の
も
一
つ
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
き
い
の
は
同

期
の
仲
間
達
と
の
出
会
い
で
す
。
留

学
前
の
事
前
研
修
会
で
は
自
分
の
夢

に
つ
い
て
語
り
合
う
時
間
が
あ
り
ま

し
た
。
将
来
の
夢
に
つ
い
て
こ
こ
ま

で
熱
心
に
語
り
合
え
た
の
は
初
め
て

で
し
た
。「
私
の
夢
を
真
剣
に
聞
い

て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
」
そ
の
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
仲

間
達
の
い
ろ
い
ろ
な
夢
の
カ
タ
チ
を

目
の
前
に
し
、
自
分
の
夢
へ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
よ
り
明
確
に
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

私
の
将
来
の
夢
は
「
新
薬
の
開
発

者
」
に
な
る
こ
と
で
す
。
一
つ
の
薬

で
世
界
中
の
人
々
の
力
に
な
れ
る
と

い
う
薬
の
持
つ
可
能
性
に
惹
か
れ
、

こ
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は

知
識
だ
け
で
は
な
く
、
高
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
主
体
的
に
考

え
、
動
く
力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
留
学
で
は
こ
れ
ら
の

力
を
鍛
え
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
へ

約
二
週
間
の
短
期
留
学
を
計
画
し
ま

し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
主
に
現
地
の
語
学

学
校
に
通
い
な
が
ら
、
歴
史
的
・
文

化
的
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。
語
学
学

校
の
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
が
大
学
生
や

社
会
人
で
、
授
業
中
は
先
生
の
問
い

に
対
し
て
口
々
に
発
言
す
る
日
本
と

は
違
う
授
業
ス
タ
イ
ル
に
戸
惑
い
や

焦
り
を
感
じ
ま
し
た
。「
言
い
た
い

こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
英
語
と
な
る

と
な
か
な
か
言
葉
に
な
っ
て
出
て
こ

な
い
」
そ
ん
な
も
ど
か
し
い
気
持
ち

も
募
り
ま
し
た
が
、「
単
語
だ
け
で

も
、
あ
ま
り
自
信
が
な
く
て
も
、
と

に
か
く
発
言
し
て
み
よ
う
」
と
思
い
、

話
し
て
み
る
と
、
耳
を
傾
け
て
聞
い

て
く
れ
ま
し
た
。
授
業
で
は
文
法
に

つ
い
て
学
習
し
た
り
、
学
ん
だ
単
語

を
使
っ
て
英
語
劇
を
作
っ
た
り
し
ま

し
た
。
他
国
の
留
学
生
と
一
か
ら
劇

を
作
る
の
は
思
っ
て
い
た
よ
り
難
し

い
も
の
で
、
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

伝
え
る
だ
け
で
も
言
葉
の
壁
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

や
り
き
っ
た
後
に
は
達
成
感
が
あ
り
、

も
う
一
度
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

語
学
学
校
で
は
、
授
業
だ
け
で
は

な
く
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
日

本
文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
し

た
。
日
本
文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト
で
、

私
は
中
学
か
ら
続
け
て
い
る
弓
道
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
袴
を
着
て

弓
道
に
つ
い
て
ま
と
め
た
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
傍
ら
に
、
興
味
を
持
っ
て

来
て
く
だ
さ
っ
た
留
学
生
や
先
生
方

に
弓
道
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

他
国
の
方
は
弓
道
と
言
っ
て
も
あ
ま

り
ぴ
ん
と
こ
な
い
と
思
っ
た
の
で
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
と
比
較
し
な
が
ら
、

弓
道
の
難
し
さ
や
奥
深
さ
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
質
問
を
受

け
て
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
人
が
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て

く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
、
留
学
生
達
に
自

分
の
英
語
が
通
じ
た
ん
だ
と
い
う
こ

と
が
実
感
で
き
、
自
信
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
夢
を
ふ
ま
え
て
留

学
生
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
対
象

に
医
薬
品
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

し
ま
し
た
。
集
め
た
デ
ー
タ
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
国
の
方

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
興
味
深
い

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

を
夢
の
実
現
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
自

由
の
象
徴
と
い
わ
れ
、
長
い
歴
史
を

持
つ
「
自
由
の
鐘
」
の
見
学
や
、
地

元
チ
ー
ム
の
野
球
観
戦
、
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
モ
ー
ル
へ
の
買
い
物
な
ど
へ
行

き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
学
校
が
休
み
の
日
に
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ.

Ｃ.

へ
一
泊
フ
ィ
ー

ル
ド
ト
リ
ッ
プ
も
し
ま
し
た
。
ス
ミ

ソ
ニ
ア
ン
群
に
所
属
す
る
博
物
館
や

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
リ
ン
カ
ー
ン
メ

モ
リ
ア
ル
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史

や
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
の
数
々
を
訪
れ
、
感
慨
深
か

っ
た
で
す
。

一
歩
外
へ
踏
み
出
す
と
そ
こ
に
は

今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
世

界
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い

環
境
で
も
尻
込
み
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
意
思
を
積
極
的
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
知
ら
な
い
国
で
新
し
い

価
値
観
と
出
会
い
、
刺
激
を
受
け
る

こ
と
で
自
分
の
新
た
な
一
面
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
事
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

自
分
の
可
能
性
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

ホワイトハウス前

日本文化紹介
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行政相談週間は、行政相談制度を広く国民の皆さんにお知らせして利用していただくために、総務省が全国一斉
に実施しているものです。
北島町では、徳島行政監視行政相談センターの支援のもと、次のとおり行政相談所を開設します。
役所の仕事について、苦情がある、困っている、こうしてほしい、役所の説明や対応に納得がいかない、どこに

相談してよいか分からない、制度や仕組みが分からないなど、どうぞお気軽にご相談ください。
相談は無料で、秘密は固く守られます。事前予約は必要ありませんので、当日直接お越しください。

■特設行政相談所
・日時 10月20日㈯ 10時～12時
・場所 フジグラン北島 2階中央エスカレーター前

＊行政相談委員 柿本育伸さん 板東理人さん
＊相談内容（例）① 道路（道路標識の見直し、凹凸の解消など）

② 登記（相続のときの登記方法など）
③ 年金（年金記録の確認手続き、遺族年金、国民年金の受給手続きなど）
④ 窓口の応対
⑤ その他（○○制度を教えてほしいなど）

【お問合せ】 北島町役場 総務課 ☎698‒9801

踏踏切切事事故故防防止止キキャャンンペペーーンン
踏切事故防止推進協議会

踏切事故防止につきましては、従来から各種交通安全
運動等の機会あるごとに注意を喚起しているところです
が、平成29年度も踏切事故が14件（平成28年度は20件）
発生し、鉄道・軌道運転事故の約6割を占め、これによ
り7名が死亡しています。
踏切事故は、一旦発生すると重大な事故につながるお

それが高く、その原因のほとんどが直前横断（遮断機く
ぐり、突破、警報無視、一時停止確認の不履行）と停滞
（退出不能）・落輪であることから、踏切通行者のマナー
向上が望まれるところです。
このため、こうした事故を未然に防ぐためには、踏切

事故防止に係る広報活動を積極的に展開する必要があり
ます。
踏切事故防止推進協議会では、踏切事故防止に関する

広報活動の一環として、以下のとおり「踏切事故防止キ
ャンペーン」を展開し、自動車ドライバー等に対し踏切
事故防止に対する意識の高揚を図ることとしましたので、
皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

実実施施期期間間

11月1日㈭から11月10日㈯までの10日間

スローガン

“行きたいと はやる心に しゃ断機を”

あなたの声をお聴きします～～「「秋秋のの行行政政相相談談週週間間」」～～
10月15日㈪から21日㈰までは行政相談週間です。

2018．10 町報 （１４）
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みなさん ご一緒に

『北島チューリップ公園』に球根を植え付けましょう

�������
�
�
�緑

の
カ
ー
テ
ン
取
り
組
み
体
験
談

作
品
一
覧

まま
ちち
みみ
らら
いい
課課
かか
らら
おお
知知
らら
せせ

おお
問問
合合
せせ
先先（（
☎☎
六六
九九
八八
――
九九
八八
〇〇
六六
））

チューリップの球根を植え付ける時期がきました。毎年住民の皆様にご協力
いただいております「お任せコーナー」もさらに多くの方々にご参加いただき
たいと思います。
つきましては、次のとおり募集しますので、お誘い合わせのうえお申し込み

ください。
作 業 日
12月1日㈯、2日㈰のいずれか希望の日
※植え付け希望日を申し込み時にご連絡ください。
※その他のご希望の日時があれば、ご相談ください。

作業時間 いずれの日も午前10時から
作業場所 チューリップ公園（北島中央公園・サンビレッジ北島前）
対 象 者 北島町にお住まいの方、町内にお住まいの方が代表をされているサーク

ルなど
申し込み まちみらい課窓口または、お電話（☎698‒9806）でお申し込みください。
申込〆切 11月22日㈭まで
お任せコーナーとは？
特定の区画をみなさんにお任せして、植え付けから除草、最後の球根掘りまでを
楽しんでいただくものです。参加は、個人やグループなど自由です。作業は簡単
ですので、ふるってご参加ください。

第第
三三
十十
一一
回回

北北
島島
町町
菊菊
花花
展展

秋
も
深
ま
り
、
町
の
花
「
菊
」
に

よ
る
菊
花
展
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
菊
の

花
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
期
間

十
月
二
十
七
日
㈯
〜十

一
月
四
日
㈰

◆
展
示
場
所

サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
前

◆
展
示
内
容

北
島
町
花
と
盆
栽
の
会
に
よ
る
総

合
花
壇
お
よ
び
福
助
花
壇

※
出
展
作
品
の
一
般
募
集
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

猛
暑
を
乗
り
越
え
て
、
個
性
あ
る
す
て
き
な
作
品
を
ご
応
募
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
製
作
者
の
皆
さ

ん
の
コ
メ
ン
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

阿
部

義
夫
様

七
月
ま
で
は
雨
が
多
く
新
芽
の
伸

び
を
心
配
し
た
り
、
七
月
か
ら
は
記

録
的
な
暑
さ
に
水
や
り
の
回
数
を
増

や
し
た
り
苦
労
し
た
。

川
口

厚
子
様

日
除
け
に
な
り
、
涼
し
く
ゴ
ー
ヤ

を
食
べ
る
楽
し
み
も
あ
る
。

野
間

義
明

様

役
場
で
配
布
し
て
い
る
苗
を
見
て
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
試
し
て
み
た
い
気

持
ち
に
な
っ
た
。
毎
日
の
水
や
り
、

成
長
す
る
苗
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

坂
東

定
子

様

毎
年
家
の
西
側
に
植
え
て
い
る
。

今
年
も
た
く
さ
ん
な
っ
た
。

山
田

博
章

様

毎
年
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
し
て
い
る

が
、
今
年
は
高
温
の
為
枯
ら
さ
な
い

よ
う
に
し
た
。
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秋 季 全 国 火 災 予 防 運 動
＜期間 11月 9日～11月 15日＞

3つの習慣
★寝たばこは、絶対やめる。
★ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
★ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
4つの対策
★逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
★寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
★火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
★お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

［お問合せ］板野東部消防組合 ☎698‒0119

とくしま林業アカデミー 平平成成3311年年度度 第第44期期生生をを募募集集ししまますす！！
1年間の研修により、林業の現場で即戦力となる知識・技術を習得できます。

30年度中に試験を3回行い20名程度を募集予定

▲

募集期間 平成30年7月2日～
平成31年1月25日

▲

試 験 日 平成30年11月11日㈰
平成31年2月3日㈰

詳しくは、パソコン、スマートフォンで「とくしま林業アカデミー」を検索‼

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときは北島町ふれあい総合相談センターにご相談ください。秘密は固くまもります。相談は無料です。

北島町ふれあい総合相談センター11・12月日程表

注：法律相談は、予約制の相談時間は20分です。
がいこくじん かん そうだん よ やくせい しゃかいふく し きょう ぎ かい れんらく

※ 法律相談・外国人に関する相談・一般相談・児童教育相談は、予約制です。事前に社会福祉協議会（☎698‒8910）までご連絡ください。
※ 保健相談は、毎週月～金曜日（8時半～17時まで）北島町保健相談センターで実施しております。
※ 介護相談は、毎週月～金曜日（8時半～17時まで）
北島町在宅サービスセンター（社会福祉協議会内）・北島町地域包括支援センター（役場4階）で実施しております。

開 催 日
11月7日、14日、21日、28日
12月5日、12日、19日、26日
11月20日
12月18日
11月1日
12月6日
11月15日
12月20日
11月2日、9日、16日、30日
12月7日、14日、21日
11月14日
12月12日

毎週水曜日
13：00～16：00（予約制）
毎月第3火曜日
10：00～12：00（予約制）
毎月第1木曜日
13：00～16：00
毎月第3木曜日
13：00～16：00
毎週金曜日
13：00～16：00（予約制）

まいつきだい に すいよう び
毎月第2水曜日 よ やくせい
10：00～12：00（予約制）

相 談 の 内 容
高齢者の生活相談、
全般についての相談
財産、相続、扶養、契約、金銭貸借等に
ついての相談

基本的人権や人権侵害に関する相談

町、県、国の仕事に関する苦情などの相談

児童養育や教育などについての相談

がいこくじん ざいりゅう せいかつぜんぱん そうだん
外国人の在留、生活全般についての相談

相 談 の 種 類

一 般 相 談

法 律 相 談

人 権 相 談

行 政 相 談

児童教育相談

がいこくじん かん そうだん

外国人に関する相談

専

門

相

談

さらに条件を満たせば
「緑の青年就業準備給付金」月額12万5千円支給。

【お問合せ先】
公益社団法人とくしま森林づくり推進機構 技術支援課
〒770－0045 徳島市南庄町5丁目1－9
徳島県木材利用創造センター「林業人材育成棟」 ☎・�635‒7812

住宅防火 いのちを守る 77つつのポイント

入学金・
研修費用無料

《北島町社会福祉協議会からのご案内》

忘れてない？
財布に
スマホに
火の確認

2018．10 町報（１７）



音声放送・文字配信内容
①～③を使用して、次の音声が放送されます。
【放送内容】
上りチャイム音
「こちらは、ぼうさいきたじまちょうです。」
「只今から訓練放送を行います。」
緊急地震速報チャイム音
「緊急地震速報、大地震です。大地震です。」

�
�
�
×3回

「これは訓練放送です。」
「こちらは、ぼうさいきたじまちょうです。」
「これで訓練放送を終わります。」
下りチャイム音

④、⑤を使用して、次の文字情報が配信されます。
【配信内容】
件名：【訓練】緊急地震速報
本文：【訓練】こちらは、北島町役場です。

緊急地震速報。震度5弱の地震が予想されます。
大地震です。大地震です。
これは、緊急地震速報のテストです。

※⑤には本文のみが配信されます。

情報伝達手段
①防災行政無線
町内の4か所に設置している防災行政
無線の屋外拡声子局（スピーカー）

②戸別受信機
公共施設、要配慮者利用施設（児童な
どが利用している施設）に設置してい
る防災行政無線の戸別受信機

③北島町総合庁舎館内放送

④北島町防災・情報メール
登録制のメール配信サービス

（※登録方法は「町報きたじま7月号」・
「北島町ホームページ」に掲載していま
す）
⑤文字表示機能付き戸別受信機
聴覚に障がいがある方に貸与している
防災行政無線の戸別受信機

（注）音声放送・文字配信内容については、変更される場合があります。

防災行政無線などを用いた緊急地震速報訓練の実施
消防庁・気象庁において、全国的に「全国瞬時警報システム（Jアラート）」を使用した緊急地震速報
訓練が実施されます。これに伴い、北島町においても、防災行政無線などを用いた訓練を次のとおり実
施しますので、皆様のご理解、ご協力をお願いします。
（※実際の地震発生時に実施される「エリアメール・緊急速報メールの配信」や「TV・ラジオでの緊急
地震速報の放送」については、この訓練では実施されません。）

⑴ 訓練実施日時 11月1日㈭ 10時00分ごろ
（訓練当日に、訓練がある旨の事前放送などを行う予定です。）

⑵ 訓練で行う音声放送・文字配信試験

⑶ 緊急地震速報訓練放送が聞こえたら
訓練放送が終了するまでの間、ご家庭・地域・職場などで「シェイクアウト訓練」を行ってみてください。

北島町総合庁舎では、館内放送に合わせて訓練を行いますので、お越しの際はご協力をお願いします。
〇シェイクアウト訓練とは
地震が発生した際に、落下物や倒壊物から身
を守り、ケガを抑制するために、3つの安全確
保行動（①姿勢を低く、②頭を守って、③揺れ
が収まるまでじっとする）を身につける訓練で
す。

【お問合せ先】 危機情報管理課
☎698‒9807

自自衛衛官官（（学学生生））受受付付案案内内
そ の 他

1 試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
2 試験種目：筆記試験、作文、口述試験、適性検査及び
身体検査

詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。
試験会場
高等工科学校本校 （神奈川県横須賀市）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

1 試験会場（1次試験）：海上自衛隊徳島教育航空基地
2 試験科目：（1次）筆記試験、作文（2次）口述試験
（個別面接）、身体検査

詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

お問合せ先：自衛隊 徳島地方協力本部 鳴門地域事務所（☎685‒5306） 住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57

試 験 日

受付け時にお知らせしま
す。

平成31年1月5日～7日
いずれか一日

1次
平成31年1月19日
2次
平成31年2月1日～4日

受 付 期 間

年間を通じて行っており
ます。

平成30年11月1日～
11月30日

平成30年11月1日～
平成31年1月7日

資 格

18～27歳未満の男子

男子で中卒（見込含）17歳未満の、成
績優秀かつ生徒会活動に顕著な実績を
納め、学校長が推薦できる者

男子で中卒（見込含）17歳未満の者

募 集 種 目

（男子）

推 薦

一 般

自衛官候補生

高 等 工 科
学 校 生 徒
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裁裁判判員員制制度度～～ままももななくく名名簿簿記記載載通通知知をを発発送送ししまますす！！

裁判員制度は、平成21年5月21日から施行され、平成29

年には、5，536人の方が裁判員として裁判に参加されてい

ます。

国民の皆さまの積極的な参加により、裁判員制度は円滑

に実施されています。裁判員制度は、国民の皆さまのご協

力なしには成り立たない制度ですので、引き続きご理解と

ご協力をお願いいたします。

☆ 裁判員候補者名簿記載通知について

平成31年（2019年）の裁判員候補者名簿に登録された方

には、本年11月中旬に名簿に登録されたことの通知（名簿

記載通知）をお送りします（平成31年（2019年）1月1日

時点で20歳以上の方に限られます）。この通知は、来年2

月ころからの約1年間に裁判所にお越しいただき、裁判員

に選ばれる可能性があることを事前にお伝えし、あらかじ

め心づもりをしていただくためのものです。

なお、この段階では、まだ具体的な事件の裁判員候補者

に選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所にお越

しいただく必要はありません（実際に裁判所にお越しいた

だくことになった場合には、別途お知らせします）。

〈名簿記載通知の発送用封筒〉（H29年11月送付分）

☆ 裁判員候補者名簿ができるまで

裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委

員会が選挙人名簿からくじで無作為抽出した名

簿を基に、全国の地方裁判所で作成されます。

裁判員候補者名簿に登録される人数は、予想

される裁判員裁判対象事件の数などによって毎

年変動しますが、平成31年（2019年）の名簿に

登録される方の人数は、全国で約23万3，300人

です（選挙人名簿登録者全体に占める割合は、

約455人に1人）。

選任手続の流れ

今年

【10月中旬～下旬】
名簿の作成

【11月中旬】
候補者への通知
調査票の送付

来年以降

【6週間前まで】
選任手続期日のお知らせ

・質問票の送付

【選任手続期日当日】
裁判所での選任手続

2018．10 町報（１９）
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地域包括支援センターからのお知らせ
11月から「きたじまくらしサポーター養成講座」を開催いたします。地域活動に必要な基本を
学べる講座ですので、ふるってご参加下さい。
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職
員
募
集

【
募
集
人
員
】

●
一
般
事
務
・
事
業
職
員

：

臨
時
職
員
（
福
祉
関
係
で
勤
務

経
験
の
あ
る
者
、
又
は
地
域
福
祉
に

意
欲
の
あ
る
者
。）

【
勤
務
時
間
】
平
日
八
時
半
か
ら
十

七
時
十
五
分

【
試
験
日
】
十
月
二
十
六
日

【
応
募
締
め
切
り
】

十
月
二
十
二
日
ま
で

※
普
通
免
許
要

●
介
護
支
援
専
門
員
：
嘱
託
職
員

【
勤
務
時
間
】

八
時
半
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま
で

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
職

：

パ
ー
ト
職
員

【
勤
務
時
間
】

①
八
時
半
か
ら
十
二
時
半
ま
で

②
十
二
時
半
か
ら
十
六
時
半
ま
で

【
試
験
日
・
応
募
締
め
切
り
】
随
時

※
試
験
日
時
は
応
募
さ
れ
た
方
へ
ご

連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

《
賃
金
及
び
労
働
条
件
》

同
法
人

の
要
綱
に
よ
る

《
年
齢
》
平
成
三
十
年
十
月
一
日
現

在
六
十
四
歳
ま
で
の
者

《
試
験
方
法
》
口
述
試
験

《
試
験
場
所
》
北
島
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
新
喜
来
字
南
古
田
八
八

―
一
）

《
応
募
方
法
》
写
真
を
貼
付
し
た
履

歴
書
を
、（
介
護
支
援
専
門
員
は
、

履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
）
北
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。（
土
・
日

曜
日
・
祝
祭
日
を
除
く
平
日
八
時

半
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま
で
）

バ
ザ
ー
商
品
の
ご
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
！

十
一
月
十
七
日
㈯
北
島
北
公
園
総

合
体
育
館
に
お
い
て
、
第
二
十
二
回

北
島
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
・
じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り
で
バ

ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
売
上
金
は
全
額
、
徳
島
県

共
同
募
金
会
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
地
域
配
分
金
と
し
て
北
島

町
地
域
福
祉
活
動
費
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
例

町
内

三
小
学
校
の
新
入
学
生
黄
色
い
帽
子

等
）

募
集
商
品：

生
活
用
品
（
飲
食
物
・

古
着
を
除
く
）

※
今
年
度
よ
り
学
校
指
定
の
制
服
な

ど
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
し
て
頂
け
る
方
は
十
一
月

十
五
日
㈭
ま
で
に
、
左
記
ま
た
は
町

内
五
児
童
館
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。

商
品
を
お
持
ち
に
こ
ら
れ
る
の
が
困

難
な
方
は
取
り
に
伺
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】
社
会
福
祉
法
人
北
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
六
九
八
―

八
九
一
〇
（
北
島
町
新
喜
来
字
南

古
田
八
八
―
一
）

『
ひ
ょ
う
た
ん
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
』

ひ
ょ
う
た
ん
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
、

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
旧
吉
野
川

と
今
切
川
に
ひ
ょ
う
た
ん
の
形
に
囲

ま
れ
て
い
る
北
島
町
の
周
り
を
船
で

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
、
自
然
の
偉
大
さ

と
人
の
生
活
の
知
恵
を
直
に
感
じ
て

頂
く
企
画
で
す
。

・
開
催
日
時

十
月
二
十
七
日
㈯

※
雨
天
中
止（
当
日

七
時
半
決
定
）

第
一
便

九
時
〜
十
時
半

第
二
便

十
時
半
〜
十
二
時

・
集
合
場
所

今
切
川
水
辺
プ
ラ
ザ

・
参
加
対
象
者

北
島
町
民
の
方

※
小
学
二
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
で
お
申
込
下
さ
い
。）

・
参
加
人
数

四
十
四
名（
先
着
順
）

※
各
便
二
十
二
名
ま
で
。
定
員
に
な

り
次
第
、
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
参
加
費

参
加
者
一
名

三
百
円

（
乗
船
・
保
険
代
）

※
当
日
、
集
金
い
た
し
ま
す
。
お
つ

り
の
な
い
よ
う
ご
準
備
下
さ
い
。

・
申
込
み

十
月
十
五
日
か
ら
十
月

二
十
四
日
十
七
時
ま
で
に
（
土
日

除
く
）
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・

生
年
月
日
・
希
望
す
る
便
を
添
え

て北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お

申
込
下
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
さ

れ
る
方
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も
ご
記
入
下

さ
い
。

主
催：

社
会
福
祉
法
人
北
島
町
社
会

福
祉
協
議
会

共
催：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
町
川
を
守
る

会
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

旧
吉

野
川
河
口
堰
管
理
所

社社会会福福
祉祉法法人人
北北
島島
町町
社社
会会
福福
祉祉
協協
議議
会会
かか
らら
のの

おお
知知
らら
せせ

お
問
合
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
一
〇

�
六
九
八
―
八
九
二
一

「ひょうたんクルージングの様子」
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労働問題・犯罪被害借金・離婚・相続…

10
月
の
お
知
ら
せ

今
月
の
納
税

十
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
四

期
）
の
納
期
で
す
。

納
期
限

十
月
三
十
一
日
㈬

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前

日
ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

税
務
課（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
三
）

催

し

第
二
十
七
回
ふ
る
さ
と

「
き
た
じ
ま
」を
描
き
残
す
会

ふ
る
さ
と
「
き
た
じ
ま
」
を
描
き

残
す
会
の
絵
画
展
を
つ
ぎ
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
多
数
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
日
時
】
十
一
月
八
日
〜
十
一
日

十
時
か
ら
十
七
時
ま
で

（
最
終
日
は
十
六
時
ま
で
）

【
会
場
】
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル

二
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

作
品
募
集
要
項

住
み
慣
れ
た
身
近
な
風
景
を
絵
で

残
し
、
未
来
の
北
島
町
に
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
作
品
を
通
じ
て
交
流

を
図
り
、
す
ば
ら
し
い
町
づ
く
り
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

【
題
材
】
北
島
町
内
の
風
景

【
資
格
】
十
八
歳
以
上
の
住
民

【
申
込
期
限
】
十
月
二
十
五
日
㈭

【
そ
の
他
】
ジ
ャ
ン
ル
は
自
由
、
大

き
さ
は
十
号
以
内

【
お
問
合
せ
】
総
務
課

（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
一
）

ひ
ょ
う
た
ん
絵
付
け
体
験

北
島
町
文
化
祭
の
期
間
中
、
愛
好

家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
ひ
ょ

う
た
ん
絵
付
け
体
験
を
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
十
月
二
十
日
㈯
〜

二
十
一
日
㈰

土
曜

十
時
〜
十
七
時

日
曜

十
時
〜
十
六
時

【
会
場
】
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル

二
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

人
間
学
を
学
ぶ
月
刊
誌

「
致
知
」
の
集
い

卓
話
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

他

【
日
時
】
十
月
二
十
四
日
㈬

十
九
〜
二
十
二
時

【
場
所
】
北
島
町
総
合
庁
舎
五
階

地
域
交
流
室

【
会
費
】
五
百
円
（
会
場
費
茶
菓
代
）

【
お
問
合
せ
】

徳
島
県
眉
山
木
鶏
ク
ラ
ブ

代
表
世
話
人

黒
瀬
英
作

世
話
人

土
岐

☎
〇
九
〇
―
三
一
八
三
―
〇
七
二
三

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募

集

公
共
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

■
構
造
物
加
工
技
術
科
デ
ュ
ア
ル

（
概
ね
四
十
五
歳
未
満
対
象
）

【
訓
練
期
間
】
六
か
月

〔
十
二
月
三
日
〜

平
成
三
十
一
年
五
月
三
十
一
日
〕

■
電
気
設
備
技
術
科

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

【
訓
練
期
間
】
七
か
月

〔
十
二
月
三
日
〜

平
成
三
十
一
年
六
月
二
十
八
日
〕

【
対
象
者
】
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
（
選
考
あ
り
）

【
受
講
料
】
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
）

【
募
集
期
間
】

十
月
一
日
〜
十
一
月
五
日

【
お
問
合
せ
】
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

徳
島
（
☎
六
五
四
―
五
一
〇
二
）

（
土
日
祝
を
除
く
、
平
日
九
時
〜

十
七
時
）

日本司法支援センター

■法テラス徳島の情報提供
法的トラブルでお悩みの方々に、法制度に関する情報と、相談機関・団体等
相談窓口に関する情報を無料で提供します。
■日時 月から金 原則午前9時30分～午後3時30分（正午から午後1時を除く）
■電話 050‒3383‒5575
■面談もおこなっています（予約優先制）

■法テラス徳島の無料法律相談
経済的に余裕のない方が法的トラブルにあったときに、無料で法律相談を行
い、必要な場合、弁護士・司法書士の費用の立て替えをおこないます。

※予約電話番号 050‒3383‒5575
■司法書士相談
日時 水 11：00～12：00
場所 法テラス徳島

■弁護士相談
日時 ・月から金 10：00～12：00

・水 13：00～15：30
・木 13：30～15：30
・金 17：00～19：00
・第2・4土 13：00～15：00

場所 法テラス徳島・契約弁護士事務所

（お問合せ先）
日本司法支援センター徳島地方事務所（法テラス徳島）
徳島市元町1丁目24番地 アミコビル3階 ☎050‒3383‒5575
日本司法支援センター（法テラス）は、「総合法律支援法」にもとづいて国が設立した公的な法人です。

北
島
北
公
園

総
合
体
育
館

（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
）

だ
よ
り

�
�

無料法律相談には、資力要件が
あります。
�
�
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北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ

ドド

ムム
））
だだ
よよ
りり

準準優優勝勝 第第4455回回徳徳島島県県ササッッカカーー少少年年団団大大会会
8月18日から25日まで徳島市球技場で行われ、県内80チームが参加した中、見事準優勝に輝きま

した。9月8日、9日に同球技場で行われるフジパンカップ（四国大会）へ出場することになりました。
1回戦 山川少年サッカークラブ 6－0
2回戦 福島応神若虎 FC 4－1
3回戦 井川 FC1997 4－2
4回戦 林崎里浦 SS 3－1
準決勝 リベルテ FC 2－2

（PK2－0）
決勝 大松少年サッカー少年団 2－3
なお、8月4日、5日に行われた藍住大会、8

月25日、26日に行われた北島大会では優勝を勝ち
取りました。
新入部員募集！
ただいま、北島少年サッカースクールでは新入部員を募集しております。お気軽に見学・体験に

お越しください。
●練習日 土・日・祝日
●お問合せ先 指導者代表 富永 ☎090‒5714‒7908

保護者代表 三谷 ☎090‒1572‒2791

◎
行
事
予
定
（
10
月
・
11
月
）

★
10
月
13
日
・
14
日

北
島
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ッ
プ

ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

★
10
月
21
日

北
島
町
長
杯
社
交
ダ
ン
ス
競
技
大
会

★
10
月
25
日

北
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
小
運
動
会

★
10
月
27
日
・
28
日
・
11
月
3
日

第
49
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
優
勝
大

会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

県
予
選

★
11
月
4
日

第
71
回
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
決
勝
大
会

県
予
選

★
11
月
10
日

北
島
町
立
保
育
所
運
動
会

★
11
月
11
日

カ
ン
コ
ー
杯
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

★
11
月
17
日

北
島
町
児
童
館
ま
つ
り

★
11
月
18
日

北
島
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
11
月
23
日
・
24
日

徳
島
県
総
合
選
手
権
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

★
11
月
25
日

第
44
回
ク
ラ
ブ
選
手
権
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

第
13
回
指
導
育
成
委
員
会

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
大
会

期
日

9
月
2
日
㈰

参
加
数
264
名

場
所

吉
野
川
南
岸
多
目
的
広
場

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

第
5
位

柏
木

操
（
3
Ｒ
）59
打
㋭
2

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

忠
津

重
美

（
3
Ｒ
）51
打
㋭
2

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

9
月
度
月
例
杯

期
日

9
月
5
日
㈬

参
加
数
35
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

佐
々
木
幸
雄

28
打
㋭
3

準
優
勝

中
村

榮
次

29
打
㋭
2

第
3
位

勝
浦

美
國

35
打
㋭
2

第
4
位

住
田
美
代
子

36
打
㋭
1

第
5
位

中
西

秀
治

37
打
㋭
1

板
野
郡
鳴
門
市
会
員
交
流
Ｇ.

Ｇ

大
会

期
日

9
月
13
日
㈭

参
加
数
260
名

場
所

板
野
町
田
園
パ
ー
ク

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
（
男
性
の
部
）

第
5
位

柏
木

操
（
3
Ｒ
）53
打
㋭
2

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

徳島県 最低賃金
平成30年10月1日から

時間額 766 円
※一部の製造業には特定最低賃金が定められています。
〔お問合せ先〕
徳島労働局労働基準部賃金室（☎652‒9165）
又は最寄りの労働基準監督署まで

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り
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（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

驚
き
！
ひ
き
こ
も
る
子
ど
も
へ
の
目
か
ら
鱗
の
取
り
組
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー
河
野
久
忠
氏
の
講
演
か
ら

◆
青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー
と
は

東
京
都
福
生
市
に
拠
点
を
置
く
青
少

年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー
は
、
四
十
年
間

青
少
年
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
当
初

は
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
に
学
習
支

援
や
進
学
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
支
援
対
象
を
高
校

中
退
の
子
ど
も
に
広
げ
、
ひ
き
こ
も
り

の
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

援
助
セ
ン
タ
ー
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
家
庭
訪
問
）
や
就
労
自
立
支
援
を
独

自
で
行
っ
て
い
る
。
就
労
自
立
支
援
で

は
、
生
活
改
善
や
他
者
と
関
わ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
段
階

的
に
社
会
性
を
養
い
、
職
場
実
習
と
就

労
後
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

◆
子
ど
も
が
動
く
の
を
待
つ
の
は
×

ひ
き
こ
も
り
は
病
名
で
は
な
く
、
社

会
参
加
が
で
き
な
い
状
態
を
表
す
言
葉

で
あ
る
。
子
ど
も
が
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
な
っ
た
時
、
親
は
子
ど
も
が
動
く
の

を
待
つ
よ
う
に
な
る
と
、
子
ど
も
の
反

発
は
止
む
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
親
子

が
互
い
に
話
し
合
え
る
関
係
に
な
ら
ず
、

子
ど
も
は
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

を
避
け
続
け
て
前
に
進
ま
な
く
な
る
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
が
動
く
の
を
待
つ

こ
と
を
選
ぶ
時
は
、
子
ど
も
が
家
族
以

外
の
人
と
交
流
を
持
ち
、
刺
激
を
受
け

る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で

判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
子
ど
も
の
方
か
ら
動
き
出
す

ひ
き
こ
も
り
で
一
番
問
題
に
な
る
の

は
、
社
会
性
が
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ひ
き
こ
も
る
子
ど
も
は
新
し
い
情
報
を

取
り
込
め
ず
社
会
か
ら
孤
立
し
て
し
ま

う
た
め
、
そ
の
対
策
と
し
て
孤
立
状
態

を
解
い
て
、
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
え
る
状
態
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。あ
い
ま
い
に「
行
動
し
て
み
よ
う
」

と
言
う
の
で
は
な
く
、
大
切
な
の
は
想

像
し
や
す
い
リ
ア
ル
な
情
報
を
与
え
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
援
助
セ
ン
タ
ー

の
職
員
は
訪
問
の
目
的
を
伝
え
、
子
ど

も
本
人
の
気
持
ち
を
聴
い
た
上
で
職
業

訓
練
や
援
助
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
伝
え

て
い
る
。
す
る
と
、
子
ど
も
の
方
か
ら

援
助
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
就
労
に
向

け
て
動
く
よ
う
に
な
る
。
親
に
は
子
ど

も
の
生
き
る
力
を
な
く
さ
な
い
た
め
に

も
、
子
ど
も
が
動
く
の
を
待
つ
以
外
の

働
き
か
け
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
。

【
内
閣
府
支
援「
講
習
会
」の
ご
案
内
】

①
演
題：

『
ひ
き
こ
も
り
の〈
ゴ
ー
ル
〉

と
は
―
「
就
労
」
で
も
な
く

「
対
人
関
係
」で
も
な
く
―
』

講
師：

松
山
大
学

准
教
授

石
川

良
子

氏

日
時：

十
月
二
十
二
日
㈪

十
四
時
〜
十
六
時

場
所：

松
茂
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

二
階
多
目
的
ホ
ー
ル

徳島板野警察署広報 ☎698 ‒ 0110

電電子子ママネネーー詐詐欺欺にに要要注注意意！！
こんな手口の詐欺が多発しています

・「法的措置」「裁判」「期日は今日まで」という文言に焦らないでください。
・未納料金の支払いに関して、「電子マネーを購入して」という文言があれば、詐欺を疑ってください。

不不安安・・不不審審にに感感じじたたらら、、ままずずはは警警察察にに相相談談をを！！
警警察察安安全全相相談談 ＃＃99111100又又はは665533－－99111100

登録料○○万円が未納となっています。お支払いがない場合、
裁判となりますが、本日中にお支払いいただいた場合、保険
が適用され、支払ったお金は後ほど返金されます。

コンビニへ行って電子マネー（プリペイドカード）を購入し、裏面に書
かれている番号を教えてください。

送られてきたメールを見て、不安に感じた被害者が、
記載されている連絡先に電話をかけると

未納料金が発生しています。本日中に連絡がない場合は、
法的措置に移行します。連絡先 03－○○○－○○○

被害者が購入した電子マネーを犯人が自由に使えるようになります。

電子マネーを購入して、裏面に
記載されている番号を教えると

�

�

後で返金されるし、
裁判になるよりは、
いいか。

2018．10 町報 （２４）



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

（8月届分）
（敬称略）

慶慶

弔弔

お
く
や
み

先
月
号
の
随
筆
エ
キ
デ
ン
走
者
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
田
房
氏
と
と

も
に
、「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
い
う
使
命
の
タ
ス
キ
を

今
年
の
四
月
に
北
島
町
よ
り
受
け

と
り
ま
し
た
。
先
月
号
で
は
「
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が

北
島
町
で
具
体
的
に
ど
う
い
う
役

割
を
担
っ
て
い

る
の
か
を
お
話

し
し
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
実

践
し
て
い
る
活

動
に
つ
い
て
触

れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
は
申
し
ま
し
て
も
、
ま
だ
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
一
キ
ロ
地

点
に
す
ら
到
達
で
き
て
い
な
い
程

の
私
た
ち
。
北
島
町
の
こ
と
を
深

く
丁
寧
に
把
握
す
る
た
め
の
最
初

の
活
動
は
民
生
委
員
さ
ん
を
お
一

人
ず
つ
訪
問
し
地
域
の
現
状
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
事
で
し
た
。
そ

こ
か
ら
届
い
た
声
を
集
約
し
、
住

民
の
み
な
さ
ん
と
地
域
の
実
情
を

見
つ
め
直
す
座
談
会
を
聞
き
ま
し

た
。
生
活
し
て
い
く
う
え
で
抱
え

て
い
る
大
小
問
わ
ず
の
困
り
ご
と
、

将
来
を
考
え
た
時
に
浮
か
び
あ
が

っ
て
く
る
不
安
な
ど
様
々
な
問
題

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を

解
決
で
き
る
場
所
が
身
近
に
な
か

っ
た
り
、
相
談
で
き
る
人
が
い
な
か

っ
た
り
と
、「
核
家
族
化
」
や
「
地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
」
が
急
激

に
進
行
し
つ
つ
あ
る
現
在
な
ら
で
は

の
「
孤
立
問
題
」
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

私
も
こ
の
北
島
町
で
小
学
生
の
息

子
二
人
を
育
て
て
い
る
母
親
の
一
人

で
す
。
両
実
家
と
も
遠
方
で
祖
父
母

に
会
え
る
機
会
が
少
な
い
の
で
す
が
、

隣
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
親
し
く
し
て

も
ら
っ
た
り
、
散
歩
を
し
て
い
る
お

じ
さ
ん
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り

と
、
近
所
で
培
わ
れ
て
い
る
関
係
性

を
目
に
す
る
度
、
母
親
と
し
て
安
堵

す
る
と
同
時
に
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
あ
っ
た
、
世
代
を

超
え
た
人
と
の
繋
が
り
が
あ
る
町
の

景
色
。
け
れ
ど
決
し
て
昔
を
う
ら
や

み
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
、
今
の

暮
ら
し
に
沿
っ
た
地
域
づ
く
り
を
住

民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
思
案
し
な

が
ら
未
来
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
。
そ
の
実
現
に
向
か
う
た
め
に

現
在
、
福
祉
関
係
の
事
業
者
の
方

に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
今
の
福
祉
シ
ス

テ
ム
や
地
域
環
境
で
は
拾
い
き
れ

な
い
不
安
や
困
り
ご
と
を
支
え
あ

う
地
域
の
輪
づ
く
り
、
つ
な
げ
あ

う
橋
づ
く
り
、
安
心
し
た
「
暮
ら

す
場
」
舞
台
づ
く
り
の
裏
方
こ
そ

が
、
私
た
ち
地

域
福
祉
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の

肝
心
要
の
役
目

だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

さ
さ
え
あ
う

地
域
の
輪
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
十
一
月
に
は

「
き
た
じ
ま
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
と
「
き
た
じ
ま
く
ら

し
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。
北
島
に
暮
ら
す
皆
さ

ん
が
地
域
づ
く
り
の
主
役
で
す
。

地
域
の
困
り
ご
と
を
解
決
し
て
い

く
た
め
の
第
一
歩
！
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！

随筆

（581）

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

鯛
浜岡

田
あ
か
ね

「
生
き
が
い
講
座
・

囲
碁
大
会
」

九
月
六
日
㈭
会
員
に
よ
る
恒
例
の

親
睦
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
績

は
次
の
通
り
で
し
た
。

Ａ

組

優

勝

杉
村

真
仁

四
段

準
優
勝

古
田

宏
一

六
段

三

位

長
谷
川

清

四
段

Ｂ

組

優

勝

林

和
男

四
段

準
優
勝

宮
本

寿

四
段

三

位

辻
村

邦
雄

四
段

板

東

毅

真

美

み

ゆ

二
女

心

結

鯛

浜

荒

井

一

茂

裕

子

そ
う

す
け

二
男

蒼

涼

江

尻

西

浦

弘

紀

有
加
里

ひ
な

た

長
女

陽

咲

北

村

折

上

和

巳

成

美

り

の

長
女

璃

乃

北

村

麻

田

耕

司

ゆ
ず
き

れ
ん

二
男

蓮

中

村

赤

尾

祐

介

博

美

み

す
ず

二
女

美

鈴

江

尻

立

石

徹

明

実

希

り
ょ
う

せ
い

長
男

涼

晴

江

尻

髙

石

悠

貴

聡

淑

は
る

と

長
男

悠

人

中

村

巽

伸

登

舞

あ
お

な

長
女

碧

菜

江

尻

上

田

貴

之

智

子

り

つ

長
男

理

通

中

村

の

あ

長
女

望

愛

鳴

滝

智

也

友

香

て
っ

し
ん

長
男

鉄

心

江

尻

北

和

広

彩

月

な
つ

き

二
女

夏

月

中

村

池

田

瑞

樹

い
つ
か

り

あ

長
女

璃

亜

鯛

浜

一

尾

大

作

三
容
子

り
ょ
う

ま

長
男

瞭

勝

北

村

���
濱

田

浩

輝

鯛

浜

大

浦

望

美

松

茂

���
坂

本

翔

中

村

西

真
名
美

中

村

���
多

田

哲

生

徳
島
市

堤

理

恵

鯛

浜

���
竹

内

隆

矢

鯛

浜

岡

本

か
え
で

鯛

浜

葉

田

由

美
（
64
歳
）
新
喜
来

北

島

英

良
（
86
歳
）
中

村

伊

賀

惠
美
子
（
84
歳
）
北

村

高

木

淳
（
64
歳
）
中

村
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去
る
八
月
二
十
五
日
㈯
、
大
阪
の

鶴
橋
・
生
野
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
と
大

阪
人
権
博
物
館
（
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ

か
）
周
辺
の
フ
ィ
ー
ド
ル
ワ
ー
ク
に

参
加
し
ま
し
た
。

行
き
の
バ
ス
の
中
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
視
聴
し
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
様
々
な

人
権
課
題
に
つ
い
て

見
識
を
深
め
ま
し
た
。

バ
ス
を
鶴
橋
駅
手

前
で
降
り
、
鶴
橋
・

生
野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン

を
共
に
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
周
辺
は
、
戦
前

か
ら
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
の
方
々
が
多
く

住
む
町
と
知
ら
れ
、

朝
鮮
半
島
の
文
化
を

継
承
し
た
暮
ら
し
が

息
づ
い
て
い
る
町
で

す
。
路
地
を
入
っ
て

い
く
と
、
キ
ム
チ
の

匂
い
が
漂
い
、
色
鮮

や
か
な
民
族
衣
装
の
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
、

宮
中
伝
統
菓
子
の
福
糸
玉
（
ふ
く
い

と
だ
ま
）
な
ど
を
売
る
店
が
所
狭
し

と
立
ち
並
ぶ
国
際
市
場
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
厳
し
い
時
代
背
景
の
中
で
、

苦
し
い
境
遇
を
乗
り
越
え
な
が
ら
今

ま
で
生
活
を
営
ん
で
き
た
そ
の
た
く

ま
し
さ
に
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
多
文
化
・
多
民
族
共

生
の
た
め
の
相
互
理
解
や
、
歴
史
学

習
な
ど
の
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と

し
て
来
街
者
も
年
々
増
加
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

午
後
は
、
ま
ず
大
阪
人
権
博
物
館

を
見
学
し
ま
し
た
。
一
九
八
五
（
昭

和
六
十
）
年
十
二
月
に
大
阪
歴
史
資

料
館
と
し
て
開
館
し
、一
九
九
五（
平

成
七
）
年
十
二
月
に
は
大
阪
人
権
博

物
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
人
権
思
想
の
普
及
と

人
間
性
豊
か
な
文
化
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
常
時

展
示
と
し
て
、「
い
の
ち
・
輝
き
」「
共

に
生
き
る
・
社
会
を
つ
く
る
」「
夢
・

未
来
」
の
三
つ
の
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
に
は
、
写
真
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
に
加
え
て
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
れ
も
見
る
者
に
強
く
思
い
が
伝
わ

っ
て
く
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
博
物
館
を
出
て
「
渡
辺
」

「
西
濱
」「
浪
速
」
と
変
遷
し
、「
皮

革
の
町
」「
太
鼓
の
町
」
と
し
て
三

百
年
の
歴
史
を
有
す
る
浪
速
の
町
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
渡
辺
村
は
大
坂
町
奉

行
所
の
下
で
火
消
し
な
ど
の
重
要
な

役
割
を
担
い
、
摂
津
役
人
村
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
大
坂
の
城
下
町

形
成
過
程
で
、
た
び
た
び
移
転
を
強

い
ら
れ
、
十
八
世
紀
初
頭
に
現
在
の

地
に
定
着
し
た
そ
う
で
す
。
当
時
、

渡
辺
村
と
大
坂
市
中
を
つ
な
ぐ
の
が
、

唯
一
、
渡
辺
道
だ
け
で
あ
っ
た
と
い

う
歴
史
的
事
実
を
示
す
道
標
「
旧
渡

辺
道
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

厳
し
い
差
別
の
中
で
社
会
に
と
っ
て

不
可
欠
な
仕
事
を
通
し
て
地
域
に
貢

献
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
こ

ら
れ
た
渡
辺
村
の
人
々
に
想
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

《
浪
速
神
社
》

大
阪
市
中
央
区
に
鎮
座
す
る
坐
摩

（
ざ
ま
）
神
社
の
末
社
と
し
て
、
坐

摩
大
神
（
い
か
す
り
の
お
お
か
み
）

を
祭
神
と
し
て
い
る
ほ
か
、
猿
田
彦

大
神
（
さ
る
た
ひ
こ
お
お
か
み
）、

白
髭
大
神
（
し
ら
ひ
げ
お
お
か
み
）

も
祀
っ
て
い
ま
す
。

《
浪
速
玉
姫
公
園
》

桜
や
ケ
ヤ
キ
（
太
鼓
の
胴
と
な

る
）
が
茂
る
、
約
百
坪
の
敷
地
を
も

つ
公
園
で
す
。
も
と
は
、
太
鼓
づ
く

り
で
財
を
な
し
た
太
鼓
屋
又
兵
衛
の

屋
敷
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
公
園

内
に
は
、
か
ら
く
り
時
計
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
定
時
に
な
れ

ば
、
上
部
の
小
屋
部
分
の
ガ
ラ
ス
が

透
明
に
な
り
、
か
ら
く
り
人
形
が
太

鼓
を
打
ち
、
太
鼓
の
音
色
が
響
き
渡

る
そ
う
で
す
。
時
間
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

聞
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

な
お
、
予
定
し
て
い
た
次
の
施
設

は
時
間
の
都
合
で
見
学
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

《
新
田
ベ
ル
ト
工
場
跡
地
》

愛
媛
出
身
の
新
田
長
次
郎
が
一
八

八
五
年（
明
治
十
八
）に
皮
革
工
場
を

設
立
し
ま
し
た
。
今
で
は
工
場
の
レ

ン
ガ
壁
だ
け
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
太
鼓
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》

太
鼓
づ
く
り
が
浪
速
地
区
の
主
要

な
地
場
産
業
で
あ
り
、
全
国
的
に
知

ら
れ
た
太
鼓
の
生
産
地
で
あ
っ
た
と

い
う
歴
史
的
な
意
義
を
表
現
す
る
と

と
も
に
、
町
を
訪
れ
る
人
々
に
様
々

な
太
鼓
を
具
体
的
な
形
で
紹
介
し

「
人
権
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

「
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
こ
と
が
大

切
」
と
よ
く
先
輩
の
先
生
方
に
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
実
際
に
歩
き
、
人
々

の
営
み
を
五
感
で
感
じ
、
そ
の
背
景

に
あ
る
思
い
を
知
り
、
一
人
の
人
間

と
し
て
何
が
で
き
る
か
問
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
機
会
を
と
ら
え

て
学
び
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

北
島
町
人
権

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て

北
島
北
小
学
校
長藤

島

則

之

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
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日
本
民
謡
朝
啄
会

梅
若
啄
志
穂
支
部

25
周
年
記
念
大
会

日
時
▼
十
月
十
四
日
㈰

十
二
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

出
演
▼
梅
若
朝
啄
（
キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
専
属
・
分
家
家
元
）、
進
藤
聖

子
（
二
代
目
梅
若
朝
啄
）
ほ
か

主
催
▼
梅
若
啄
志
穂
支
部
（
事
務
局

中
川
☎
〇
九
〇
・
四
三
三
二
・
七

一
八
七
）

人
形
劇
団
べ
ん
べ
ろ
べ
え
公
演

日
時
▼
十
月
二
十
五
日
㈭

十
一
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

出
演
▼
人
形
劇
団
べ
ん
べ
ろ
べ
え

（
北
島
町
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
人
形

劇
団
）

対
象
▼
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
、
赤
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎

主
催
▼
人
形
劇
団
べ
ん
べ
ろ
べ
え

（
兵
頭
☎
六
九
八
・
六
六
五
二
）

北
島
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
ナ
イ
ト
□22
ケ
ル
ト
の
調
べ
〜

ノ
ー
ス
・
ア
イ
ル
・
タ
ウ
ン
★
ス
リ
ー
ラ
ビ
リ
ン
ス
演
奏
会

日
時
▼
十
月
二
十
八
日
㈰

十
四
時

半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
大
学
・
一
般
二
、〇

〇
〇
円
、
小
中
高
一
、
五
〇
〇
円

（
当
日
各
五
〇
〇
円
増
）

出
演
▼
ス
リ
ー
ラ
ビ
リ
ン
ス
（
坂
上

真
清〔
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ハ
ー
プ
〕、

み
ど
り
〔
フ
ィ
ド
ル
〕、
藤
沢
祥

衣
〔
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
〕）

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
ノ
ー
ス
・
ア
イ

ル
・
タ
ウ
ン
」「
三
羽
の
鳥
」「
フ

ォ
ギ
ー
・
デ
ュ
ー
」「
ラ
ス
モ
ア
」他

■
日
本
屈
指
の
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・

ハ
ー
プ
奏
者
坂
上
真
清
（
さ
か
う

え
・
ま
す
み
）
氏
が
新
グ
ル
ー
プ
を

率
い
て
4
度
目
の
創
世
ホ
ー
ル
登
場

■
坂
上
氏
が
、
北
島
町
に
オ
マ
ー
ジ

ュ
を
捧
げ
て
作
曲
・
演
奏
し
た
話
題

の
Ｃ
Ｄ
「
ノ
ー
ス
・
ア
イ
ル
・
タ
ウ

ン
（＝

北
の
島
の
町
）」
発
売
記
念

演
奏
会
で
す
。
ご
注
目
下
さ
い
！

子

育

て

支

援

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
十
月
三
十
日
㈫

十
一
時
〜

十
一
時
半

無
料

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
▼
徳
島
県
警
察
音
楽
隊

主
催
▼
町
教
育
委
員
会

■
七
回
目
と
な
る
乳
幼
児
歓
迎
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
ご
存
じ
徳
島
県
警

音
楽
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る
と
て
も
楽

し
い
演
奏
会
で
す
。

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
の
へ
や

日
時
▼
十
一
月
一
日
㈭

十
一
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

対
象
▼
〇
〜
三
歳
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

お
は
な
し
の
へ
や
〜
あ
き
の
し
ぜ
ん

日
時
▼
十
一
月
三
日
㈯

十
五
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

対
象
▼
ど
な
た
で
も

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
今
関
信
子
『
デ
ニ
ム
さ
ん
』
佼
成

出
版
社

●
福
田
け
い
『
親
子
で
遊
ぼ
う
あ
や

と
り
だ
い
す
き
！
』
池
田
書
店

●
藤
重
ヒ
カ
ル
『
さ
よ
な
ら
、
お
ば

け
団
地
』
福
音
館
書
店

●
え
が
し
ら
み
ち
こ
『
あ
お
ぞ
ら
さ

ん
ぽ
』
講
談
社

●
い
も
と
よ
う
こ
『
お
い
も
こ
ろ
こ

ろ
』
金
の
星
社

●
薫
く
み
こ
『
ち
い
さ
い
ご
み
し
ゅ

う
し
ゅ
う
し
ゃ
ぱ
っ
く
ん
』
ひ
さ
か

た
チ
ャ
イ
ル
ド

《
一

般

書
》

●
藤
田
一
照
『
感
じ
て
ゆ
る
す
仏

教
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

●
半
藤
一
利
『
世
界
史
の
中
の
昭
和

史
』
平
凡
社

●
金
本
郁
男
『
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
1

ヶ
月
3
㎏
や
せ
る
ゆ
る
い
低
糖
質
ダ

イ
エ
ッ
ト
』
池
田
書
店

●
黒
川
博
行
『
泥
濘
』
文
藝
春
秋

●
湊
か
な
え
『
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス

ト
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

●
高
田
郁
『
花
だ
よ
り
』
角
川
春
樹

事
務
所

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

たた
ばば
ここ
はは
町町
内内
でで

買買
いい
まま
しし
ょょ
うう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
1
個

か
ら
1
0
5
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
《11月》

5日㈪
12日㈪
15日（第3木・館内

整理日）
19日㈪
23日（金・祝）
26日㈪

《10月》
1日㈪
8日（月・祝）
9日（火・振替休）
15日㈪
18日（第3木・館内

整理日）
22日㈪
29日㈪

☎
六
九
八
―
一
一
〇
〇

2018．10 町報（２７）
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北
島
北
小
学
校

五
年

立
花

智
志

北
島
北
小
学
校

六
年

後
藤

陽
向

北
島
小
学
校

五
年

石
橋

慶
成

北
島
小
学
校

六
年

永
田

瑞
貴

北
島
南
小
学
校

六
年

船
越

陸
叶

北
島
中
学
校

一
年

脇
田

真
帆

北
島
中
学
校

二
年

葉
坂

ゆ
め

北島中学校 三年 福田 友香

北
島
中
学
校

三
年

岸
濵

里
奈

北
島
中
学
校

三
年

船
越

翔
瑛

町報発行／北島町公報委員会 ☎698‒9801（総務課内） 毎月10日発行 印刷／徳島県教育印刷㈱ 2018．10 第864号 （２８）
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